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算 数 科 学 習 指 導 案
平成１６年１０月２７日（水）

第２校時（９：４５～１０：３０）

５年３組（場所：教室） 指導者 石田俊彦

（授業の視点）

平行四辺形の面積の求め方を考える場面で、思考を助けるような操作教具や段階的

に学習を進められるプリントを活用することで、児童一人一人が学習意欲を高め、理

解を深めることができるであろう。

１ 単元名 平行四辺形と三角形の面積

「面積の求め方を考えよう」（Ｂ「量と測定」 Ｄ「数量関係」）

＜＊関連領域…Ａ「数と計算」 Ｃ「図形」＞

２ 単元設定の理由

(1) 児童の実態
本学級の児童は、男子２０名女子１３名の計３３名である。全体の雰囲気は明るく活発

である。

本年度４月に行った標準診断的学力検査（４年用）＜３２名実施＞の結果では、偏差値

平均が男子４７．４点、女子５０．８点、全体４８．８点であり、やや低い状況であった。

５段階に分けた人数配分は、５段階…１人、４段階…１３人、３段階…７人、２段階…７

人、１段階…４人となっており、下位に属する児童が多めであった。また、４領域別によ

る正答率の全国平均との比較状況は、「数と計算」と「量と測定」の領域ではほぼ同程度

であり、「図形」と「数量関係」の領域では、低い値であった。

現在外国籍児童が５名在籍しているが、その中には日本語がまだ十分に理解できていな

い児童も見受けられる。それが原因で、学習内容を十分に習得できていない児童もいる。

４つの観点からとらえた児童の実態は以下の通りである。

【算数への関心・意欲・態度】

比較的平易な問題や計算などの問題に対しては、意欲的に取り組もうとする児童が多い。

その反面、思考を要するような問題解決的な問題では、既習の内容を生かして新たなきま

りを考え出したり、自分なりに解決方法を見出したりしようとすることを根気強く行うこ

とができない児童が多い。しかし、４月以来問題解決的な学習活動を何度か経験してくる

中で、少しずつであるが、前向きな態度が窺えるようになってきている。

また、家庭学習の習慣が身に付いていない児童が多くいる。そのためもあるのか、単元

の学習後に行う評価テストでは比較的よい結果を出すが、期間をおいた後に調べてみると

様々な学習領域で定着率が低いことが多い。そのことが、前述した標準診断的学力検査で

の低い結果にも表れているものと思われる。そこで、家庭学習の習慣をつけるべく、家庭

との連携を図りながら、学級では１学期より週ごとに「学習と遊びの歩みカード」の記録

・提出をさせ、学年全体でも２学期より月ごとに１週間、「家庭学習チャレンジウイーク」

を設け児童一人一人の家庭での学習意欲を高めながらカードへの記入をさせてきている。
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その結果、徐々にではあるが家庭学習の習慣が身に付いてきた児童が多くなっている。し

かし、まだまだ十分な状況ではない。したがって、これからもさらに家庭学習の重要性を

呼びかけるとともに、学習の楽しさや喜び、必要性などを感じさせるような授業づくりを

していくことが大切であると思われる。

本単元にかかわるアンケート（３１名実施）の結果の概要は以下の通りである。

「図形の学習が好きか」という調査項目では、好き（２２人）、きらい（９人）であっ

た。「面積の学習が好きか」という調査項目では、好き（２１人）、きらい（１０人）で

あった。「好き」の理由は、「求めるのが楽しい」「おもしろい」「わかりやすい」「解き方

がたくさんある」等であった。「きらい」の主な理由は、「むずかしい」「求めるのが少し

やっかい」「求め方が分からない」等であった。以上のことから、図形や面積にかかわる

学習に対して、大半は好ましく思っており積極的に学習に取り組むことが推測されるが、

苦手意識を持っているために学習に対して意欲的になりきれない児童も少なからずいるこ

とが分かる。これらの児童に対しては、事前に既習事項の確認をとるための支援をしたり、

本単元における学習場面で個別の支援をしたりすることが必要であると思われる。

【数学的な考え方】

教師のアドバイスや児童の思考を助ける学習プリント等の支援があれば、課題を数学的

にとらえることができる児童が増えてきている。

事前に行ったレディネステストで、右記のような図形

の求積方法を考えさせたところ、全体の長方形から欠け

ている部分を引くという考えが最も多く出され、続いて

いくつかの長方形に図形を分解して面積を求めるという

考えが何種類か出された。３つの方法で求積できた児童

が６名、２つが７名、１つが１０名、求積できない児童が８名いた。

以上のことや普段の学習の様子から以下のことが推察される。

児童は、長方形や正方形の求積方法を応用しようとしており、比較的簡単な問題では、

多様な考え方ができる児童が増えてきており、学級の３分の１ほどに達している。反面、

１０人近くの児童が数学的な考え方をすることを苦手としていることも否めない。

【数量や図形についての表現・処理】

レディネステストで、長方形や正方形の面積を求めさせたところ、数名（３～４名）を

除いて、ほとんどの児童が立式をし正しく答えを求めることができた。辺の長さが整数の

場合では素早く計算できる児童がほとんどである。辺の長さが小数である場合でも、前単

元「小数のかけ算とわり算（２）」での学習の様子からみると、ある程度の時間をかけれ

ば正確に計算することができる児童が多い。

【数量や図形についての知識・理解】

レディネステストの結果から、以下のように推察される。

○面積の概念について、特に１㎠、１㎡が基準になって面積を求めるということを理解で

きている児童がほとんどである。

○本単元の求積の基礎となる長方形や正方形の面積の公式については、正答率が、長方形

５８％、正方形１３％とかなり低く愕然とする結果であった。しかし、実際の求積の問

題では立式ができており、問題文中の「公式」という意味がよく分かっていなかったこ
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ともあると思われるので、それほど深刻な問題とは思われないが、事前に復習場面を設

定し確認しておく必要があると思われる。

○㎠、㎡、㎢の関係については、ほとんどの児童が理解していないことが明らかになった。

これは、「面積」の学習の際に少し扱っただけであり、その後の学習の中で反復練習を

する機会がないために定着が低いものと思われる。再度しっかりと身に付けさせる場を

設定する必要がある。その際に知識だけでなく、関係が生み出される過程を考えさせる

ことが大切であると思われる。

○基本図形（長方形、正方形、平行四辺形、三角形）の定義や性質については、確実に理

解できている児童は少ない。学習中に再度確認する必要がある。

【校内研修にかかわる実態】

本校の校内研修で目指している児童像は、「相手の心を感じ取れる人間性豊かな児童」

であり、第５学年で目指している具体的な児童像は次の通りである。

○周りの友達に対して、分け隔てなく思いやりのある行動がとれる子

○小さな子どもからお年寄りまであらゆる人に対して、その人の気持ちを自分のこととし

て深く感じ取りその場に応じた行動がとれる子

これらの児童像に対する実態を見てみると次のようなことが挙げられる。

○グループ活動や学び合いの活動では、協力し合ってできる児童が多い。

○学び合いの活動などの場で、周りの級友のことを思いやってあげられなかったり、勘違

いして級友と衝突してしまったりする児童が数名いる。

(2)学習指導要領における位置
本単元は、小学校学習指導要領第２章第３節〔第５学年〕の「目標」と「内容」に以下

のように位置づけられている。

「目標」

（２）面積の求め方についての理解を深めるとともに、基本的な平面図形の面積を求め

ることができるようにする。

（４）百分率や円グラフを用いるなど、統計的に考察することができるようにするとと

もに、数量の関係を式で表したり、式をよんだり、その関係を調べたりすること

ができるようにする。（後半部分）

「内容」

（Ｂ） 量と測定

（１）基本的な平面図形の面積が計算で求められることの理解を深め、面積を求め

ることができるようにする。

ア 三角形及び平行四辺形の面積の求め方を考え、それらを用いること。

（Ｄ） 数量関係

（４）簡単な式で表されている関係について、二つの数量の対応や変わり方に着目

するなど、数量の関係の見方や調べ方についての理解を深める。

(3)教材観
児童は、これまでに三角形や四角形などの基本的な平面図形の定義や性質を学習してい
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る。また、面積の概念について学習し、長方形や正方形の面積の求め方を習得してきてい

る。

これらを受け第５学年では、既習事項を応用し、辺や高さに着目して、平行四辺形や三

角形の求積方法を導き出し、求積できるようにする。また、落ち葉などのおよその面積を

求めることができるようにする。さらに、台形や多角形の求積について発展的に扱っても

よいとされている。

本単元では、児童自身が「作業的な算数的活動」や「具体物を用いた算数的活動」、「探

求的な算数的活動」などをしながら学習を進めることができる。様々な活動を通して求積

方法を見つけ出すことは、児童一人一人が「自分の活動から定理が発見できた」という自

力解決への喜びにつながる。このことで児童は算数の学習意欲を向上させるであろう。ま

た、求積方法を追究する過程で、様々な方法で図形の面積を求め、それらをより合理的な

方法にまとめていく学習は、児童の数学的な見方や考え方を伸ばすことにもつながる。導

き出された求積公式を理解し計算処理することで、児童は図形に関する知識や理解を深め、

計算力を高めたり、知識を生かして図形を様々な観点から構成・分解または測定する力を

高めたりすることができる。

また、落ち葉など身の回りにあるものの面積を求める活動を通して、実生活での活動と

算数科での学習を関連づける契機とすることができる。さらに台形や多角形の求積に関す

る発展的な学習を経験することで、児童の求積に関する学習意欲がさらに高まることが予

想される。

以上のように、本教材は、児童が意欲的に算数的活動を行う中で、数学的な思考力や合

理的なものの考え方、表現処理能力を高め、平面図形や面積に関する理解を深めることが

でき、そのことを生活に生かす契機を与える有意義な教材であると考える。

(4)教材の系統
４ 年 ５ 年 ６ 年

○面積のはかり方と表し方 ○平行四辺形と三角形の面積 ○およその面積を

・面積の意味 ・平行四辺形、三角形の面 求めよう

・長方形、正方形の面積の 積の求め方と公式 ・複雑な形の面積の

求め方と公式の意味、そ ・台形などの面積を求める 概測

の活用 こと

・複合図形の面積 ・複雑な形の面積の方眼に

・面積の単位（㎠、㎡、㎢） よる概測

○円周と円の面積

・円の面積の求め方と公式



- 5 -

３ 目 標

既習の図形の面積の求め方をもとにして、平行四辺形や三角形などの面積の求め方を考

えて公式にまとめたり、実際にそれらを活用して面積を求めたりすることができる。

４ 評価規準

十分満足できる状況 おおむね満足できる状況

算数への 平行四辺形や三角形などの面積を 平行四辺形や三角形などの面積を

関心・意欲・態度 求めるときに、既習の図形に変形 求めるときに、既習の経験を進ん

するなどいろいろな方法を進んで で用いようとする。

考えようとしている。

数学的な考え方 既習の面積公式が使える図形に変 既習の面積の求め方をもとにし

形することに着目し、平行四辺形、て、平行四辺形や三角形の面積の

三角形の面積を求める公式につい 求め方を工夫して考える。

て考えることができる。

数量や図形 いろいろな平行四辺形や三角形の 平行四辺形、三角形の面積を求め

についての 面積を、公式を用いて求めること ることができる。

表現・処理 ができる。

数量や図形 公式を用いて平行四辺形や三角形 平行四辺形、三角形の面積の求め

についての の面積を求めるのに、どこの長さ 方を理解する。

知識・理解 が必要なのかを理解している。

５ 指導方針（校内研修や人権教育・社会福祉教育にかかわる支援は◎とする。）

○児童が図形を視覚的にとらえ、公式を導き出しやすくするために、直接操作できるよ

うな教具・教材を準備する。

○多様な求積方法を考えるなどの「作業的な算数的活動」や「探求的な算数的活動」を

促進し、児童が段階的に学習できるような学習プリントを活用する。

○児童一人一人が求積できた喜びを感じることができるよう、問題解決の時間を十分に

確保する。

○自力解決の場、グループによる解決の場、全体での確認の場などを学習活動の中に取

り入れることで、多様な考えに触れさせながら、自力解決の力を高めていく。

○一斉指導と少人数指導を適切に組み合わせることで、児童の学習意欲を高めたり、学

習内容の定着率を上げたりする。

○基礎的な学習内容については一斉学習を行い、その後第一次評価を実施する。その結

果と児童の希望等を踏まえて、「じっくりコース」と「ぐんぐんコース」の２つの少

人数学習を取り入れて、それぞれ「既習事項の復習、基本問題」や「応用問題、発展

問題」に取り組ませるようにする。そして、最終段階に再度一斉学習を行うような、

学習計画を立てる。

○形成的評価を随時行い、指導に生かすようにする。

◎一人一人の考え方のよさを伸ばしたり引き出したりするために、個に応じた支援の場

の設定をする。
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◎それぞれの求積方法のよさを児童とともに話し合ったり、そのよさを認めていくよう

な言葉かけをしたりするなど、受容的な態度で支援を行う。

◎級友間での学び合い、教え合い、助け合いの場を設定することで、協力して学習に取

り組む態度を養ったり、級友とともに課題を解決できたという成就感を持たせたりす

る。

６ 指導と評価の計画 （全１３時間予定）

時間 主な学習活動 学 学習活動への支援 観点主な評価項目

習形 （校内研修や人権教育・社会福祉教育にかかわる （方法）

態 配慮事項には ）

○既習図形の名称 ○面積の概念や求積公式など 関 面積の概念など

１ や性質を振り返っ 一斉 をまとめた掲示物を提示する。 をしっかりと確認

たり、面積の概念 ○学習内容をまとめやすいよ しようとしている。

や面積の求め方が うな学習プリントを用意する。 （発言内容、学習プリントへの記述内

分かっている図形 ○発言内容を受容的な態度で 容、学習態度の観察）

を確認したりす 認める。

る。

２ ○操作活動（平行 ○具体物を使った操作活動を 考 平行四辺形を多

四辺形を長方形に 一斉 させる。 様な方法で、長方

変形すること）を 個人 ○問題解決的な学習ができる 形の形に変えるこ

しながら、平行四 グループ ような学習プリントを活用し とができる。（操作活動）

辺形の面積の求め まとめさせる。 知 平行四辺形の面

方を理解する。 ○グループ活動を取り入れ、 積の求め方が理解

学び合いを支援する。 できる。（操作活動の内容、

発言内容、学習プリントへの記述内容）

３ ○等積変形の操作 一斉 ○平行四辺形の図を示し、前 考 長方形の面積の

を生かして、平行 個人 時の学習をしっかり確認させ 公式と関連づけて、

四辺形の求積公式 グループ る。 平行四辺形の面積

を作り出す。 ○問題解決的な学習活動がで の公式を考えるこ

○底辺と高さの用 きるような学習プリントを活 とができる。（発言内容、

語の意味やそれら 用し、学習内容をまとめさせ 学習プリントへの記述内容）

の関係について理 る。 知 底辺と高さの用

解する。 ○グループ活動を取り入れ、 語の意味や公式に

学び合いを支援する。 ついて理解できる。

（表情、学習プリントへの記述内容）

表 公式にあてはめ

て、平行四辺形の

面積を求めること

ができる。 （発表内容、

学習プリントへの記述内容）
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４ ○底辺に垂直に引 一斉 ○操作活動を通し、具体的に 知 底辺に対する高

いた直線（高さ） 個人 理解させる。 さについて理解で

が底辺の延長上で グループ ○問題解決的な学習活動がで きる。（発言内容、学習プリン

交わる場合にも、 きるような学習プリントを活 トへの記述内容）

求積公式にあては 用し、学習内容をまとめさせ

めて面積を求める る。

ことができること

を理解する。

５ ○操作活動（三角 一斉 ○具体物を使った操作活動を 関 意欲的に操作活

形を長方形や平行 個人 させる。 動ができる。（操作活動）

四辺形に変形する グループ ○問題解決的な学習ができる 知 三角形の面積の

こと）をしながら ような学習プリントを活用し 求め方が理解でき

三角形の面積の求 まとめさせる。 る。（操作活動の内容、発言内容、

め方を理解する。 ○グループ活動を取り入れ、 学習プリントへの記述内容）

学び合いを支援する。

６ ○等積変形や倍積 一斉 ○三角形の図を示し、前時の 考 長方形や平行四

変形の操作を生か 個人 学習をしっかり確認させる。 辺形の面積の公式

して、三角形の求 グループ ○問題解決的な学習ができる と関連づけて、三

積公式を作り出 ような学習プリントを活用し 角形の面積の公式

す。 まとめさせる。 を考えることがで

○底辺と高さの用 ○グループ活動を取り入れ、 きる。（発言内容、学習プリン

語の意味やそれら 学び合いを支援する。 トへの記述内容）

の関係について理 知 底辺と高さの用

解する。 語の意味や公式に

ついて理解できる。

（表情、学習プリントへの記述内容）

表 公式にあてはめ

て、三角形の面積

を求めることがで

きる。 （発表内容、学習プリ

ントへの記述内容）

７ ○頂点から底辺に 一斉 ○操作活動を通し、具体的に 知 底辺に対する高

引いた垂線（高さ） 個人 理解させるようにする。 さについて理解で

が底辺の延長上で グループ ○学習プリントを活用し、学 きる。（発言内容、学習プリン

交わる場合の三角 習内容をまとめさせる。 トへの記述内容）

形の面積の求め方 ○グループ活動を取り入れ、

を理解する。 学び合いを支援する。

○三角形の高さに

ついて、理解を深

める。
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８ ○学習内容のまと 一斉 ○今までの学習内容の定着度 知 学習内容を理解

め・確認をする。 個人 が分かるような評価テストを している。（評価テスト）

＜第１次評価＞ 用意する。 表 平行四辺形や三

角形の面積を求め

ることができる。

（評価テスト）

９ ○習熟度によるコ 少人数 ○習熟度に合わせた学習内容 知 学習内容の理解

ース別学習 学習 を用意し、理解を深めたり広 を深めたり広げた

１０ じっくり ぐんぐ げたりする。 りしている。（発言内容、

ん ○学び合いの場を随時設定す 学習プリントへの記述内容）

○既習事項の復習 ○応用問題 る。 考 既習の事項をも

○基本問題 ○発展問題 とに応用問題や発

展問題を解くこと

ができる。（発言内容、学

習プリントへの記述内容）

１１ ○直線で囲まれて 一斉 ○事前に落ち葉等を用意させ 関 直線で囲まれて

いない複雑な図形 個人 る。 いない複雑な図形

の面積を求めるに グループ ○問題解決的な学習活動がで の面積を求めよう

は、どうするか考 きるような学習プリントを活 としている。（具体的な

え、その一つであ 用し、学習内容をまとめさせ 操作活動）

る落ち葉のおよそ る。 知 直線で囲まれて

の面積を方眼を使 ○学び合いの場を随時設定す いない複雑な図形

って求める。 る。 の面積の求め方を

理解することがで

きる。（表情、学習プリントへ

の記述内容）

１２ ○学習内容の再確 一斉 ○学習内容の定着度が分かる 知 学習内容を理解

認をする 個人 ような評価テストを用意する。 している。（評価テスト）

＜第２次評価＞ グループ ○定着度の低い内容について 表 平行四辺形や三

（プレテスト） の復習をする。 角形などの面積を

○学び合いの学習の場を随時 求めることができ

設定する。 る。 （評価テスト）

１３ ○学習内容の最終 一斉 ○評価結果に応じて、各児童 知 学習内容を理解

確認をする。 個人 への補充指導を考える。 している。（評価テスト）

＜第３次評価＞ 表 平行四辺形や三

（単元末評価） 角形などの面積を

求めることができ

る。 （評価テスト）
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７ 本時の学習

(1) ねらい
操作活動（平行四辺形を長方形に変形すること）をしながら、平行四辺形の面積の求め

方を理解する。

(2) 校内研修、人権教育・社会福祉教育の視点
○グループ活動（学び合いの場）を取り入れ、多様な考えに触れさせる。

○級友の考えを尊重し合うような雰囲気作りに配慮する。

(3) 準備
（教師）教科書、学習プリント、掲示用教具、操作活動用教具など

（児童）教科書、ノート、学習プリント、はさみ、のり

(4) 展開
学 習 活 動 時間 学習活動への支援 観点評価項目（方法）

（発問、児童のつぶやき、動き など） （校内研修関連、 ○おおむね ◎十分

人権教育・社会福祉教育的配慮には ） ◆努力を要する児童への手だて

１ 前時からの流れを確認 ３ ○前時での学習を振り返れ

するとともに本時の学習課 るような掲示物を提示す

題を知る。 る。

「平行四辺形の面積の求め

方を考えよう！」

２ 問題の①を考える。 ○思考しやすいような掲示

物を提示する。

○自力解決を支援するよう

な学習プリントを活用させ

る。

「この平行四辺形の面積は ７ ○児童の発言を受容的に受

どのようにすれば求めら け止めたり、よい考えを引

れるだろうか？」 き出すような切り返しの発

①自力解決 問などをしたりする。

②一斉での確認（○１㎠の

正方形の数を数えればい

い。○形を変えればいいの

ではないか。○長方形に変

えて面積の公式を使えばで

きる。）

３ 問題の②を考える ○１㎠ の正方形が欠けて

「まず、正方形の数を数え ３ いるものどうしを合わせて

てみよう。」 １㎠ になることを確認す

①自力解決 る。
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②一斉での確認（３２個→

３２㎠）

４ 問題の③を考える。操 ○先の見通しを立てさせた 考

作活動をする。 上で、操作活動をするよう ○平行四辺形を長方

「長方形に変えるやり方を に指示する。 形の形に変えること

してみよう。」（どのよ ２０ ○自力解決の時間をとった ができる。

うにすれば、長方形になる 上で、グループによる解決 ◎平行四辺形を多様

か、いろいろと考えてみよ の場や全体での確認の場を な（２つ以上の）方

う。） 設定するようにする。 法で長方形に変える

（○切って動かせばいいの ○グループでの学び合い活 ことができる。

ではないか） 動や全体での確認の学習を （操作活動）

①自力解決 経験させることで、級友達 ◆長方形の形や性質

②グループによる解決 の多様な良い考えに触れさ などを確認させた上

③全体での確認 せる。 で、平行四辺形のど

５ 問題の④を考える。 ○長方形の面積の公式を確 こかを切って動かし

「公式を使って式を立てて 認させた上で、式を立てさ てもよいことを再確

考えてみよう」 ５ せる。 認する。

①自力解決

②全体での確認 知

（長方形の面積＝たて×横 ○平行四辺形の面積

だから、式は４×８＝３２ が、長方形の形に変

となり、答えは３２㎠） えることで求められ

６ 平行四辺形の面積の求 ○本時の課題のまとめとし ることを理解する。

め方をまとめる。 て、しっかりと押さえる。 ◎どんな平行四辺形

①全体での確認 ５ でも、いろいろな方

キーポイント 法で長方形に形を変

平行四辺形の面積は、長方 えることができ、長

形に形を変えれば、簡単に 方形の求積公式を使

求めることができる。 って面積を求められ

ることを理解する。

（学習プリントへの

記述内容、表情）

◆本時の学習（操作

活動＜平行四辺形か

ら長方形へ形を変え

る＞や長方形の求積

公式を利用した求積

作業）を振り返らせ

ることで、再確認を

させる。
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７ 次時の学習内容への流 ○次時の学習につながるよ

れを知る。 うな投げかけをする。

「次回は、今日の学習を生 ２

かして、平行四辺形の面積

を求める公式を考えます。」

（長方形の面積の公式を利

用するのかな？）
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８ 参考資料

（１）学習プリント
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（２）座席表（支援表）


